
公益財団法人まちみらい千代田  

第７期第１回理事会 議事録 

 

１ 日時 

令和元年７月２３日(火)午前１０時から午前１１時１０分まで 

  

２ 場所 

ちよだプラットフォームスクウェア４階４０１会議室 

 

３ 理事現在数 

６名 

   

４ 出席者 

（１）理事・監事 

理事（６名）立川資久、石田大介、齊藤広子、細越正明、前川秀樹、矢ケ﨑淳子 

※細越理事は、議案第１号の説明時(１０時１５分)に着席した。 

監事（２名）渡邊牧文、保科彰吾 

     

（２）事務局  

事務局長 小林秀和 

グループマネージャー 伊澤優、加藤英明、佐波玲子(以下ＧＭという。) 

 

５ 議題 

（１）議案 第１号 公益財団法人まちみらい千代田 第６期事業報告(案)について 

（２）議案 第２号 公益財団法人まちみらい千代田 第６期決算(案)について 

（３）議案 第３号 公益財団法人まちみらい千代田 満期保有目的債券の一部売却について 

（４）議案 第４号 公益財団法人まちみらい千代田 評議員会の開催について 

 

６ 開会、あいさつ、定足数確認 

配付資料の確認後、立川理事長が議長となり、開会を宣言した。立川理事長の開会あいさつに続き  

第６期第３回評議員会(本年５月２２日開催)で理事に選任された石田理事と監事に選任された保科監

事があいさつを行った。 

次に出席者について事務局から報告し、定款第４６条で定める定足数を満たしており、本理事会が有

効に成立している旨を報告した。その後、議事に入った。 

 

７ 議事の経過および結果 

（１）議案 第１号 公益財団法人まちみらい千代田 第６期事業報告(案)について 



（２）議案 第２号 公益財団法人まちみらい千代田 第６期決算(案)について 

議事の審議に入る前に立川理事長から議案第１号および議案第２号については、関連があるため   

一括して審議を行いたい旨の提案をしたところ、全員異議なく了承した。 

小林事務局長が第６期事業報告(案)の概要について、説明を行った。その後、各ＧＭから担当事業の 

詳細について、報告を行った。 

住宅まちづくりグループの事業は、伊澤ＧＭが報告を行った。 

産業まちづくりグループの事業は、加藤ＧＭが報告を行った。 

協働まちづくり総務グループの事業は、佐波ＧＭが報告を行った。 

各ＧＭから担当事業の報告後、小林事務局長が第６期決算(案)の財務状況や執行状況について、報告

した。報告後、以下のような質疑や意見があった。 

（理事） 

マンション・コミュニティ構築支援の助成で「地域協働オープン開催」だけ実績がないが、その理由

は何か。具体的にどのようなことに使われているのか。 

（事務局） 

 助成申請のあったマンションが戸数 100 戸以上だったため、助成項目「概ね 100 戸以上」と重複し 

実績がゼロとなっている。助成金はクリスマスコンサートや納涼会などに使用されている。引き続き  

さまざまな意見を参考に事業を進めていきたい。 

（理事） 

まちづくりという観点で何か要望はあるか。 

（事務局） 

 アドバイザー派遣の中で、ニーズをくみ取っている。また、千代田区の関連部署である住宅課やコミ

ュニティ総務課と連携しながら、事業を進めている。 

（理事） 

ビジネス起業塾受講者の起業実績は把握しているか。また、中小企業雇用支援の今後の方向性をどの 

ように考えているのか教えてほしい。 

（事務局） 

 ビジネス起業塾のこれまでの受講者数約 414 名のうち、把握しているだけで 38 名が起業している。 

受講者の約９％が起業しているが、すべて千代田区内で起業しているわけではない。 

中小企業雇用支援では、冊子の作成以外に中小企業のインターンシップを受けたいというアンケート 

の回答が多かったことから、中小企業と学生のマッチングを図ることなどを検討している。 

（理事） 

ビジネス起業塾受講者で、女性が起業する割合は男性と比べてどうか。 

 



（事務局） 

女性の方が起業する割合が高い。起業する女性は、個人事業主として税務署に開業届を提出し、起業 

するケースが多い。法人格の取得は、事業が軌道に乗ってからと考えているようだ。 

（理事） 

 職人の技術に対する助成制度などはあるか。 

（事務局） 

 千代田区にはないが、地場産業が盛んな荒川区などにはそのような制度がある。 

質疑応答後に本議案について、出席理事に諮ったところ、全員異議なく議決した。 

（３）議案 第３号 公益財団法人まちみらい千代田 満期保有目的債券の一部売却について 

小林事務局長が借上型区民住宅に係る敷金預り金の運用債券は、「満期保有目的債券」であるため、   

その売却にあたっては、理事会の決議を得る必要があることを説明した。また、このことにより、残り

の債券を「その他有価証券」の区分に振り替えることのほか、売却時期(９月)についても説明した。 

本議案について、出席理事に諮ったところ、全員異議なく議決した。 

（４）議案 第４号 公益財団法人まちみらい千代田 評議員会の開催について 

小林事務局長が第７期第１回評議員会について、開催の日時・会場および議題の説明を行った。 

本議案について、出席理事に諮ったところ、全員異議なく議決した。 

 

８ 閉会 

以上をもって、すべての議事を終了したので、午前１１時１０分に立川理事長は閉会を宣言した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



上記の決議を明確にするため、理事長および監事がこれに署名、押印する。 

 

 

令和元年７月２３日 

 

 

公益財団法人まちみらい千代田７期第１回理事会 

 

 

 

理 事 長    立  川  資  久   ㊞    

 

 

 

 

監   事    渡  邊  牧  文    ㊞ 

 

 

 

 

監   事    保  科  彰  吾    ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


